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　農環研は、東北大学大学院農学研究科、中国科学
院南京土壌研究所とともに、東アジアの農業生態系に
おける環境負荷の評価と削減を目指した国際共同研
究*を実施しています。その成果発信を目的として、10
月16日から19日まで、つくば国際会議場(茨城県つく
ば市)ほかにおいて、MARCOワークショップ「持続的農
業生態系管理のための環境負荷の評価と削減」を開
催しました。海外から招へいした指導的立場にある4
名の研究者を含め、6か国、合計68名が参加し、活発
な意見交換が行なわれました。

八木 一行（研究コーディネータ）

*研究課題：「日本と中国の農業生態系流域における窒素循環およ
びその水質に及ぼす影響に関する比較研究」、「水田から発生する
温室効果ガスの削減技術の開発とその削減ポテンシャルの評価」

　今、世界の貧困層の3分の2がアジア太平洋地域に
住んでいます。この地域にとって食料の安定供給を目
指した遺伝子組換え（GM）作物はとても大きな関心
事です。そこで、農環研は、アジア太平洋食料肥料技
術センター（FFTC）との共催で、2013年10月8～10日、
つくば国際会議場において、海外から専門家を招いて、
「アジアにおけるGM作物のベネフィットとリスク」を
テーマにワークショップを開催しました。講演やポス
ター発表等を通して熱心に議論することで、GM作物

の開発から規制
まで幅広い場面
において、互いの
共通点や相違点
が浮き彫りにされ
ました。今後も農
環研がリードして、情報交換や技術協力の場を作って
交流を深めていきます。

（研究コーディネータ　與語 靖洋）
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MARCO-FFTC ワークショップ
アジアにおける遺伝子組換え作物

MARCOワークショップ
持続的農業生態系管理のための環境負荷の評価と削減

日本ペドロジー学会論文賞：
農業環境インベントリーセンター　高田 裕介
　赤色土と黄色土は、長い年月を要して生成された
点や風化程度が進んでいる点で類似しています。日本
の土壌分類体系では、両土壌を土色の違いにより区

分していましたが、世界の土壌分類体
系は土壌を土色のみで分類しておら
ず、日本の土壌分類と世界の土壌分類
を対比することが難しい状況でした。
そこで、全国に分布する赤色土と黄色
土の比較・検討を行い、分類する際に
はまず、粘土集積層*の有無で別け、次
に土色により分類することを提案しま
した。

日本陸水学会論文賞：
有機化学物質研究領域　永井 孝志
　水生生物の個体数の変動要因には外的要因（被食、
沈降、移流など）と内的要因（栄養状態、日射、温度、化
学物質によるストレスなど）があります。野外における
生態影響評価においては、これらの影響を要因ごとに
分けて知ることが重要になります。この研究では、細胞
内RNA含有量を内的自然増加率の指標とする方法を、
フィールド研究に適用しました。アオコを形成する藻
類の遺伝子のみを環境中から特異的に増幅すること
で、水温が低くアオコが出なかった年と、水温が高くア
オコが発生した年では、藻類の細胞内RNA含有量が
有意に異なっていたことを示しました。
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賞受賞報告

* 粘土集積層： 粘土が上層や下層に比べ
て明らかに多くなる層位。受賞論文によ
ると、粘土集積層をもつ赤色土・黄色土は、
風化が進行していると考えられます。

赤色土（左）と黄色土（右）
(採取地：ともに沖縄県名護市）
両土壌は、西南日本や西諸島の
丘陵・台地に広く分布しています。


